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企業利益は販売価格で決まる！
製造業の戦略的価格決定策
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　会社の利益は、販売価格を決定した時点で

決まります。その重要な価格決定について「価

格算出の原理原則」と「戦略的な価格決定方法」

を説明した後に、すぐにでも実務活用できる

ツールを紹介し「価格決定の改革」と「経営

管理の強化」へと進化させます。まずは、下

記を確認した上で読み進めてください。

製品E製品A 製品B 製品C 製品D

会社全体の合計利益が黒字の100
でも、製品Aが減少すると、どうなるか？ 
このグラフが貴社にはありますか？

製品別  営業利益（万円）
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図1　会社全体の利益を製品別で捉える

販
売
価
格
の
決
定
！

重
要
性
と
経
営
者
の
悩
み

●
売
上
伸
び
て
も
利
益
減
る

　

販
売
価
格
の
重
要
性
に
お
い
て
、
企

業
経
営
で
は
「
売
上
」
を
伸
ば
す
こ
と

が
必
須
で
、
出
来
れ
ば
常
に
90
％
以
上

の
稼
働
率
を
維
持
す
る
売
上
（
生
産
量
）

が
欲
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
お
客
様
か
ら
注
文

を
獲
得
（
受
注
）
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
競
合
と
の
価
格
競
争
は
必
至

で
す
。

　

競
合
と
の
価
格
競
争
に
勝
つ
た
め
に

は
「
値
下
げ
は
い
く
ら
ま
で
…
」「
既

存
品
の
利
益
は
10
％
、
新
製
品
は
ど
う

す
る
…
」
な
ど
、
正
確
な
価
格
を
戦
略

的
に
決
定
し
な
け
れ
ば
売
上
は
伸
び
て

も
利
益
は
減
り
赤
字
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
赤
字
を
挽
回
で
き
て
も

キ
ャ
ッ
シ
ュ
不
足
で
は
、
会
社
の
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
ま
す
（
図
1
）。

●
販
売
価
格
決
定
の
実
態

　

次
に
、
会
社
の
業
績
や
存
続
を
左
右

す
る
販
売
価
格
の
計
算
で
す
が
、
実
は

決算書の営業利益は「売上−費用」で
その売上は「販売価格×販売数量」である

▼

販売価格の中には、費用も利益も含まれ
「販売価格＝費用＋利益」となる

▼

つまり、理論上、会社の利益は
販売価格の利益以上になることはない

「
ど
ん
ぶ
り
勘
定
」
で
済
ま
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
先
代
社
長
が
決
め
た
価
格
で
売
っ

て
い
て
、
そ
の
計
算
方
法
の
根
拠
が
わ

か
ら
な
い
…
」

　
「
儲
か
っ
て
い
る
か
ら
考
え
た
こ
と

https://accounting-it.com/
mailto:ai@accounting-it.com


29 2021.8

特集企画／適切な「価格」決定方法　第2弾

販売価格（円／個）= 材料費＋加工費 ＋ 一般管理販売費 ＋ 利益

■ 材料費（円／個）= 材料価格（円／Kg）× 材料使用量（Kg／個）

■ 一般管理販売費（円／個）= 加工費 × 一般管理販売費率

■ 利益（円／個）=（加工費 ＋ 一般管理販売費）× 利益率

※�本稿の全般において、単位の個やKgは、リットルやメートルなど、
自社の環境に合わせて読み替えてください。

加工費（円／個）= 設備費（円／個）＋ 労務費（円／個）

■ 設備費 = 設備費レート（円／時間）× 設備の加工時間（時間／個）

■ 労務費 = 労務費レート（円／時間）× 人の作業時間（時間／個）

■ 加工費（円／個）=
    工程 1 加工費 ＋ 工程 2 加工費 ＋  ・・・  ＋ 工程ｎ加工費

図2　販売価格の算出式

図3　加工費（標準原価）の算出式

販
売
価
格
の
算
出
式

「
加
工
費
」
編

●
販
売
価
格
の
算
出
式

　
「
販
売
価
格
」
を
正
確
に
計
算
す
る

算
出
式
を
図
2
に
記
載
し
ま
す
。

　

当
然
、
販
売
価
格
は
「
製
品
1
個
を

販
売
す
る
時
の
価
格
」
な
の
で
、
単
位

は
「
円
／
個
」
に
な
り
ま
す
。
重
要
な

の
は
「
加
工
費
」
で
、
こ
こ
で
販
売
価

格
の
9
割
が
決
ま
る
の
で
、
本
稿
で
は

「
加
工
費
」
を
中
心
に
記
載
し
ま
す
。

　

次
に
、
加
工
費
の
算
出
式
を
図
3
に

記
載
し
ま
す
。
加
工
費
は
「
レ
ー
ト
」

掛
け
る
「
時
間
」
で
算
出
し
「
設
備
費
」

と
「
労
務
費
」
に
分
け
て
計
算
し
ま
す
。

ま
た
、
当
該
製
品
が
複
数
の
設
備
、
工

程
で
加
工
さ
れ
完
成
す
る
場
合
は
、
設

備
、
工
程
ご
と
に
加
工
費
（
工
程
ｎ
加

工
費
）
を
算
出
し
加
算
し
ま
す
。

●
加
工
費
の
算
出
は
「
原
価
計
算
」

　

図
3
に
示
し
た
加
工
費
に
は
、
生
産

に
必
要
な
す
べ
て
の
費
用
が
漏
れ
な
く

適
切
に
含
ま
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
漏
れ
て
い
る
と
費
用
が
回
収
で
き

な
い
「
赤
字
の
価
格
」、
多
く
含
ま
れ

て
い
た
場
合
に
は
競
合
よ
り
高
い
「
失

注
の
価
格
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

あ
る
会
社
で
は
、
５
つ
の
工
程
で
加

工
さ
れ
て
い
る
製
品
な
の
に
、
加
工
費

が
全
社
平
均
の
1
つ
し
か
入
っ
て
い
な

い
会
社
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
儲

か
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
加
工
費
を
算
出
す
る
方
法
及
び

仕
組
み
を
「
工
程
別
原
価
計
算
」
と
言

い
、
算
出
し
た
加
工
費
（
原
価
）
を
「
標

準
原
価
」
と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今

回
説
明
す
る
原
価
計
算
を
「〈
工
程
別
〉

標
準
原
価
計
算
」
と
言
い
ま
す
（
次
項

で
詳
し
く
説
明
し
ま
す
）。

も
な
い
…
」

と
い
う
会
社
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
で
は
儲
か
り
ま
せ
ん
し

仮
に
儲
か
っ
て
い
て
も
偶
然
で
す
。

　

販
売
価
格
に
は
、
会
社
全
体
の
費
用

と
適
正
な
利
益
が
算
入
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
精
緻
に
計
算
し
て

い
な
い
と
販
売
価
格
を
決
定
し
た
時
点

で
赤
字
の
価
格
に
な
っ
て
い
て
、
も
し

か
す
る
と
「
売
れ
ば
売
る
ほ
ど
赤
字
が

増
加
し
て
い
る
…
」
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
経
営
者
（
担
当
者
）
の
悩
み

　
「
販
売
価
格
の
決
定
が
重
要
な
の
は

わ
か
る
」「
自
社
の
見
積
書
は
問
題
な

い
は
ず
」
と
思
わ
れ
て
い
る
経
営
者
が

い
る
の
と
同
時
に
、「
そ
も
そ
も
、
正

し
い
販
売
価
格
の
計
算
方
法
と
は
？
」

と
悩
ま
れ
て
い
る
経
営
者
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
稿
で
は
、
販
売
価
格
算
出
の
原
理

原
則
と
な
る
理
論
を
説
明
し
、
精
緻
な

販
売
価
格
が
算
出
で
き
た
後
に
、
ど
の

価
格
レ
ベ
ル
で
お
客
様
に
提
示
で
き
る

の
か
、
そ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
方
法

と
ツ
ー
ル
を
説
明
し
ま
す
。
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工程1

工程2

工程別レート算出表

工程名 年間稼働時間
（時間／年間）

減価償却費
（円／年間）

 電力 費
（円／年間）

費用合計
（円／年間）

 レ ート
（円／時間）

1,600

2,000

1,000,000

2,000,000

200,000

400,000

1,200,000

2,400,000

750

1200

図5　設備費レートの算出例

図6　設備費の算出例

図4　設備費レートに含まれる費用例 ●
「
設
備
費
レ
ー
ト
」
の
算
出
方
法

　

設
備
費
レ
ー
ト
は
生
産
設
備
の
レ
ー

ト
で
、
製
品
を
生
産
・
加
工
す
る
際
に
、

そ
の
工
程
・
設
備
で
掛
か
る
費
用
を
1

分
単
位
な
ど
に
換
算
し
た
「
単
位
時
間

あ
た
り
の
費
用
」
で
す
。

　

よ
っ
て
、
設
備
費
レ
ー
ト
は
「
工
程

別
レ
ー
ト
」
と
し
て
、
工
程
や
設
備
ご

と
に
算
出
し
て
設
定
し
ま
す
。
設
備
費

レ
ー
ト
に
含
ま
れ
る
代
表
的
な
費
用
は

図
4
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
費
用
を
工
程
別
に
年
間
の

金
額
と
し
て
捉
え
、
設
備
の
「
年
間
稼

働
時
間
」
で
割
っ
た
も
の
が
設
備
費
レ

ー
ト
で
す
。
設
備
費
レ
ー
ト
の
算
出
例

は
図
5
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

本
稿
で
は
説
明
を
簡
単
に
す
る
た
め

に
、
費
用
は
「
減
価
償
却
費
」
と
「
電

力
費
」
の
み
に
し
て
あ
り
ま
す
が
、
他

に
必
要
な
費
用
の
場
合
も
同
様
に
算
出

し
て
い
き
ま
す
。

　
「
減
価
償
却
費
」
に
つ
い
て
は
「
経
済

耐
用
年
数
」
で
算
出
し
ま
す
。「
法
定

耐
用
年
数
」
で
算
出
し
て
い
て
は
、
競

争
力
の
な
い
高
い
価
格
や
次
回
設
備
投

資
の
た
め
の
資
金
回
収
に
影
響
が
出
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。

●
「
設
備
の
加
工
時
間
」
と
は

　

設
備
の
加
工
時
間
は
、
製
品
1
個
の

加
工
時
間
と
し
て
「
製
品
別
」
に
設
定

し
ま
す
。
こ
の
時
間
の
こ
と
を
「
Ｍ
Ｔ

（
マ
シ
ン
タ
イ
ム
）」
や
「
Ｐ
Ｔ
（
ピ
ッ

チ
タ
イ
ム
）」
と
言
い
、
広
義
で
は
「
標

準
時
間
」
と
言
い
ま
す
。

　

通
常
、
こ
の
時
間
を
使
用
し
て
、
生

産
計
画
（
時
間
×
生
産
数
）
を
行
い
、

納
期
管
理
や
残
業
、
人
員
配
置
に
も
活

用
し
ま
す
。

●
設
備
費
の
算
出
例

　

設
備
費
レ
ー
ト
と
設
備
の
加
工
時
間

か
ら
、
設
備
費
を
算
出
し
た
例
は
左
図

の
と
お
り
で
す
。

　

図
5
で
は
、
工
程
1
の
レ
ー
ト
は
12

 

・
5（
円
／
分
）で
す
。
こ
の
工
程
1
で

製
品
Ａ
を
加
工
す
る
加
工
時
間
が
3
分

間
だ
っ
た
場
合
の
設
備
費
は
、
図
6
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

■ 減価償却費

■ 電力費、ガス費、水道光熱費などのエネルギー費用

■ 消耗工具費（刃具、治具、工具など）

■ その他、消耗品費

■ 設備修理費

■ 製造補助費

■ 固定資産税・保険料

■ 年間稼働時間（時間）= 会社稼働時間（時間）×各工程の標準稼働率（％）

※「工程 1」の設備費レートを計算式で記載すると、以下になります。

　 （1,000,000 ＋ 200,000）÷ 1,600 = 750（円／時間）= 12.5（円／分）

■ 製品 A の設備費 ＝ 設備費レート × 加工時間

37.5（円／個）=  12.5（円／分）×  3（分／個）
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●
「
労
務
費
レ
ー
ト
」
の
算
出
方
法

　

労
務
費
レ
ー
ト
は
、
人
・
作
業
者
の

レ
ー
ト
で
、
製
品
を
生
産
・
加
工
す
る

際
に
、
そ
の
工
程
で
掛
か
る
労
務
費
の

単
位
時
間
あ
た
り
の
費
用
で
す
。
労
務

費
の
費
用
で
代
表
的
な
も
の
を
図
7
に

記
載
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
費
用
を
作
業
者
の
雇
用
形

態
別
に
年
間
の
金
額
と
し
て
捉
え
、
会

社
の
「
年
間
稼
働
時
間
」
で
割
っ
た
も

の
が
労
務
費
レ
ー
ト
で
、
正
社
員
や
パ

ー
ト
な
ど
雇
用
形
態
別
に
設
定
し
ま

す
。
労
務
費
レ
ー
ト
の
算
出
例
は
図
8

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
「
人
の
作
業
時
間
」
と
は

　

人
の
作
業
時
間
も
「
製
品
別
」
に
捉

え
ま
す
。
人
が
製
品
1
個
を
加
工
す
る

の
に
掛
か
る
作
業
時
間
（
時
間
／
個
）

の
こ
と
で
す
。
人
・
作
業
者
の
作
業
時

間
は
、
工
程
、
設
備
の
構
造
、
自
動
化

の
程
度
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

人
が
手
作
業
で
加
工
し
て
い
る
工
程

と
、
設
備
が
自
動
で
加
工
す
る
多
台
持

ち
で
は
、
作
業
時
間
が
大
き
く
異
な
り

ま
す
。

●
労
務
費
の
算
出
例

　

そ
れ
で
は
、
前
記
で
計
算
し
た
労
務

費
レ
ー
ト
を
基
に
、
工
程
1
の
労
務
費

を
算
出
し
ま
す
。
工
程
1
で
製
品
Ａ
を

加
工
す
る
作
業
時
間
が
2
分
間
だ
っ
た

場
合
の
労
務
費
は
、
図
9
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

●
加
工
費
の
算
出
例

　

こ
れ
ま
で
に
算
出
し
た
製
品
Ａ
の
設

備
費
と
労
務
費
を
加
算
す
る
と
、
製
品

Ａ
の
加
工
費
が
算
出
さ
れ
、
製
品
Ａ
の

加
工
費
は
図
10
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
で「〈
工
程
別
〉標
準
原
価
計
算
」

の
「
加
工
費
」
算
出
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
説
明
し
た
「
加
工
費
」
は
、
工

程
が
1
つ
だ
け
で
し
た
が
、
複
数
の
工

程
で
加
工
す
る
製
品
の
場
合
は
、
こ
の

加
工
費
の
算
出
を
工
程
の
数
分
行
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
加
工
費
」

の
呼
び
方
も
、

「
工
程
1
加
工
費
」

「
工
程
2
加
工
費
」

と
な
り
ま
す
。

図7　労務費レートに含まれる費用例

■ 給料

■ 労災保険や健康保険などの各種保険（会社負担分）

■ 賞与、退職金

図10　加工費の算出例

加工費（円／個）= 設備費（円／個）＋ 労務費（円／個）

137.5（円／個）= 37.5（円／個）＋ 100（円／個）

レート
（円／時間）

正社員A
正社員B
パート

雇用形態別レート算出表

雇用形態 年問稼働時間
（時間／年間）

年間労務費
（円／年間）

3,000
2,000
694

2,000
2,000
1,440

6,000,000
4,000,000
1,000,000

図8　労務費レートの算出例

※�「正社員 A」の労務費レートを計算式で記載すると、
    以下のようになります。

　 6,000,000 ÷ 2,000 = 3,000（円／時間）=  50（円／分）

図9　労務費の算出例

■ 正社員 A が加工した製品 A の労務費 ＝ 労務費レート × 作業時間

100（円／個）= 50（円／分）× 2（分／個）
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で
す
。
ま
ず
は
、
前
項
の
「
販
売
価
格

算
出
の
基
本
」
で
、
き
ち
ん
と
自
社
の

実
力
を
把
握
し
た
標
準
原
価
（
標
準
加

工
費
）
を
整
備
、
設
定
し
ま
す
。

　

最
終
的
に
は
自
社
の
す
べ
て
の
製
品

の
標
準
販
売
価
格
が
算
出
さ
れ
、
実
際

販
売
価
格
が
管
理
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
が
揃
っ
て
は
じ
め
て
、
例
え

ば
「
あ
の
製
品
は
儲
か
っ
て
い
る
か
ら

今
回
は
こ
の
費
用
を
〇
〇
円
削
っ
て
受

図11　販売価格の算出例●
販
売
価
格
の
算
出
例

　

こ
れ
ま
で
に
算
出
し
た
製
品
Ａ
の
加

工
費
か
ら
、
販
売
価
格
の
算
出
例
を
図

11
に
記
載
し
ま
す
。

販
売
価
格
を

戦
略
的
に
決
め
る

●
戦
略
的
決
定
に
必
要
な
も
の

　

販
売
価
格
を
戦
略
的
に
決
定
す
る
た

め
に
は
、
事
前
の
準
備
、
前
提
が
必
要

①「稼働率」
　標準原価は稼働率で変わります。
　価格決定の際は、標準稼働率（80％）から
受注後の稼働率（90％）に仮設定して原価を
算出します。

②「利益率」
　利益は0円でも会社存続へのリスクは少ない
ため、利益率を、例えば「8％→ 5％→ 0％」
と変更し下げ幅をシミュレーションします。

③「減価償却費」
　工程の生産設備は耐用年数で購入費用（購入
資金）の回収期間を決めています。TPM（Total 
Productive Maintenance）や改善活動を見越し

て、この期間を長くする（10年→ 15年）こ
とで原価が下がります。法定耐用年数では競合
に勝てません。
　要注意点は、償却済や即時償却だからと言っ
て0円にすることは大きな過ちです。次回の資
金不足や将来、値上げが必要な価格になってし
まいます。

④「加工時間」
　設備改善を見越して設備の加工時間を短く、
設備の配置や作業改善を見越して人の作業時間
を短くすることで原価が下がります。

⑤「共通の固定費」
　各設備が共通で使用しているフォークリフト
や工程の周りで運搬している作業者の労務費
は、他の製品で回収済または回収を見越して、
なくすことができます。

図12　値下げのシミュレーション方法

■ 一般管理販売費（円／個）= 加工費 × 一般管理販売費率

 　13.75（円／個）= 137.5 円 × 10%

■ 利益（円／個）=（加工費 ＋ 一般管理販売費）× 利益率

 　7.56（円／個）=（137.5 円 ＋ 13.75 円）× 5%

■ 販売価格（円／個）=

 　材料費 ＋ 加工費 ＋ 一般管理販売費 ＋ 利益

 　258.81（円／個）=

 　100 円 ＋ 137.5 円 ＋ 13.75 円 ＋ 7.56 円

材料費：100（円／個）

一般管理販売費率：10%

利益率：5％の場合

製品 A の標準販売価格：258.81（円／個）

戦略的決定「値下げの手順、方法」
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料
費
や
電
力
費
な
ど
）
は
、
な
く
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
売
れ
ば
売
る
ほ
ど

キ
ャ
ッ
シ
ュ
が
減
り
、
資
金
不
足
に
つ

な
が
り
ま
す
。

今
す
ぐ
始
め
る
原
価
計
算
！

価
格
決
定
ツ
ー
ル
の
紹
介

●
ツ
ー
ル
や
道
具
の
必
要
性

　

こ
こ
ま
で
の
説
明
通
り
、
す
べ
て
の

費
用
を
漏
れ
な
く
回
収
す
る
に
は
、
価

格
や
限
界
利
益
を
算
出
し
た
り
、
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
ツ
ー
ル
や
道
具
が

必
要
で
す
。
具
体
的
に
は
「
工
程
別
の

標
準
原
価
計
算
」
と
「
価
格
計
算
書
（
見

積
書
）」
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
を
一
か
ら
作
成

す
る
に
は
、
相
当
な
時
間
と
労
力
が
掛

か
り
、
何
よ
り
も
作
成
し
た
ツ
ー
ル
の

妥
当
性
を
ど
の
よ
う
に
担
保
し
た
ら
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

●
無
料
で
ツ
ー
ル
が
試
用
で
き
る

　

弊
社
の
ツ
ー
ル
は
、
誰
で
も
無
料
で

試
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ツ
ー
ル

はExcel

で
製
作
し
て
い
る
た
め
、
自

書
は
今
す
ぐ
捨
て
ろ
」
で
、
詳
細
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
）。
ツ
ー
ル
が
あ
れ
ば
、

会
社
の
実
態
に
即
し
た
営
業
利
益
を
製

品
別
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図

1
を
参
照
）。

　

ま
た
、
高
額
な
設
備
投
資
で
は
、
投

資
の
前
段
階
と
し
て
、
投
資
後
の
利
益

が
ど
う
な
る
の
か
（
赤
字
、
黒
字
、
利

益
の
増
減
）
を
事
前
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
戦
略
的
な
経
営

に
進
化
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

社
の
都
合
に
合
わ
せ
て
簡
単
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
そ
の
後
、
ご
納

得
を
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
原
価
計
算
・

価
格
決
定
ツ
ー
ル
を
安
価
に
て
ご
提
供

し
て
お
り
ま
す
）。

　

無
料
で
も
ツ
ー
ル
の
説
明
書
や
算
出

例
が
付
属
し
て
お
り
、
か
つ
、
前
項
の

「
限
界
利
益
の
価
格
」
も
算
出
例
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
無
料
ツ
ー
ル
は
、
今

す
ぐ
下
記
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
ツ
ー
ル
に
は
一
般
的
な
「
標

準
原
価
計
算
」
の
他
に
も
、
プ
ロ
セ
ス

産
業
向
け
や
金
型
、
試
作
品
な
ど
小
ロ

ッ
ト
製
品
の
一
品
物
に
対
応
し
た
「
個

別
原
価
計
算
」
も
あ
り
、
多
く
の
業
種

の
製
造
業
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

●
経
営
管
理
も
可
能
な
ツ
ー
ル

　

以
上
、
販
売
価
格
の
決
定
に
つ
い
て

解
説
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ツ
ー
ル
は
経

営
全
般
の
管
理
も
で
き
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
損
益
計
算
書
（
決
算
書
）

の
営
業
利
益
は
会
社
の
実
態
を
表
し
て

い
な
い
の
で
、
損
益
計
算
書
を
基
に
経

営
判
断
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
（
下
記

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
ブ
ロ
グ
「
損
益
計
算

注
を
取
る
」
な
ど
、
会
社
全
体
を
俯
瞰

し
た
戦
略
的
な
価
格
算
出
、
決
定
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
戦
略
的
決
定
「
値
下
げ
へ
の
対
応
」

　

競
合
と
の
価
格
競
争
や
お
客
様
か
ら

の
値
下
げ
要
求
に
よ
っ
て
、
価
格
を
下

げ
な
け
れ
ば
受
注
を
獲
得
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
、
標
準
販

売
価
格
を
ベ
ー
ス
に
、
ど
の
よ
う
に
、

ど
こ
ま
で
下
げ
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
方

法
と
値
下
げ
限
界
の
価
格
（
限
界
利
益

の
価
格
）
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、
図
12
の
①
〜
⑤
の
順
に

何
回
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
、
受

注
を
獲
得
で
き
る
価
格
を
複
数
（
松
・

竹
・
梅
）
準
備
し
ま
す
。

●
戦
略
的
決
定
「
限
界
利
益
の
価
格
」

　

図
12
の
①
〜
⑤
を
す
べ
て
ゼ
ロ
に
し

た
原
価
（
加
工
費
）
の
価
格
が
「
限
界

利
益
の
価
格
」
で
す
。
赤
字
の
リ
ス
ク

は
あ
り
ま
す
が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

へ
の
影
響
は
少
な
い
た
め
、
受
注
最
優

先
の
場
合
に
適
用
で
き
ま
す
。

　

①
〜
⑤
以
外
に
生
産
に
比
例
し
て
増

加
す
る
費
用
で
あ
る
「
変
動
費
」（
材
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